
Title 〔展示〕遠友夜学校の歴史

Citation 北海道大学大学文書館年報, 16, 72-136

Issue Date 2021-03-31

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/81436

Type other

File Information 16_4.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



＜ 展 示 ＞

遠友夜学校の歴史

１．展示の解説

「遠友夜学校」は、札幌農学校教授の新渡戸稲造と妻メアリーが、札幌市内に１８９４年創

設した、貧困等で昼間に通学できない子どもたちのための学校（１９１６年私立学校に認定）

である。学校の運営には、創設から１９４４年閉校に至るまで、札幌農学校～北海道帝国大学

の教官・卒業生が中心的な役割を果たし、多くの学生が夜学校教師として学校教育に携

わった。

２０１４年７月、札幌市より北海道大学が「遠友夜学校関係資料」の寄贈を受け、大学文書

館において資料を整理・保管し、利用に供することとなった。資料の利用（閲覧、撮影利

用）は大学文書館内の閲覧室で実施し、遠友夜学校の歴史にまつわる展示は、同月２５日よ

り企画展示を３回開催し、２０１６年度より大学文書館１階展示ホールにて常設展示として

行っている。なお、展示にあたっては、資料保護のため、写真パネルと資料レプリカを作

成し、掲示・陳列している。

各展示の名称・会期・構成等は、下記のとおりである。

① 展示名：「《企画展示》遠友夜学校を支えた人々」

会期：２０１４年７月２５日～２０１４年９月４日

会場：百年記念会館２階展示ホール

構成：（１）歴代の校長（新渡戸稲造、新渡戸メアリー、半澤洵）、（２）歴代の代

表理事（宮部金吾、大島金太郎、有島武郎、蠣崎知二郎、野中時雄、小

谷武治、半澤洵）の紹介

② 展示名：「《企画展示》遠友夜学校略史――５０年の変遷」

会期：２０１４年９月６日～２０１７年１１月２０日

会場：百年記念会館２階展示ホール

構成：（１）「前期（１８９４―１９２０年）小学校の授業を行なっていた時代」

（２）「後期（１９２１―１９４４年）中等学校の授業が中心となった時代」

③ 展示名：「《企画展示》“With malice toward none, with charity for all”

――遠友夜学校の歴史」

会期：２０１５年１月９日～２０１５年３月３１日

会場：附属図書館２階正面玄関ロビー

構成：（１）「遠友夜学校の創立～すべての人に慈愛を」

（２）「初等部の活動～是こそ楽しき極みなれ」

第Ⅰ期企画展示 第Ⅱ期企画展示

第Ⅲ期企画展示 常設展示

（３）「中等部の新設～夜学校はいつも君達の友です」

（４）「戦争の影と閉校～「学問より実行」」

④ 展示名：「《常設展示》遠友夜学校の歴史」

会期：２０１６年６月４日～

※２０２０年４月１７日より、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、館内

展示を当分の間、休止中

会場：大学文書館１階展示ホール

構成：「新渡戸稲造」の紹介コーナーを付設した常設展示。３回の企画展示を

再編するとともに、後藤忠（夜学校中等部卒業生）の写真帖（後藤捷裕

氏旧蔵、中川厚雄氏より２０１５年３月受贈）から写真パネルを新たに作成

し、掲示している。

２．展示風景

３．展示パネル図録

企画・常設展示で掲示した主な展示パネルについて、（１）展示概要パネル、（２）遠友夜

学校の略年譜パネル、（３）人物紹介パネル、（４）回想パネルは次のとおりである。
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（（11））展展示示概概要要パパネネルル 
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（2）略年譜パネル 
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（3）人物紹介パネル 
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（（44））回回想想パパネネルル 

 

北海道大学大学文書館年報 第 16 号（2021 年 3 月）

- 10 - 

．校舎建物の変遷

遠友夜学校旧校舎の正面図（1928 年頃）

部屋数 2 つで始まった遠友夜学校は、増改築工事を経て、1910 年 12 月には約 120 人収容の校舎（教室 4 室・

教師控室・留守室2室、74坪）に、1921 年 4月には約250人収容の校舎（教室10室・当直室・小使部屋・物置、

約160坪）となった。

旧校舎（1910 年頃） 旧校舎(1911 年頃)

（遠友夜学校関係資料0211 所収）               （遠友夜学校関係資料 0215 所収）

旧校舎(1910-1920 年代) 旧校舎（1923 年頃）

（沿革写真No.100-146） （遠友夜学校関係資料0107-007）

（半澤洵関係資料0164）

４
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〔展示〕遠友夜学校の歴史 

 

遠友夜学校校舎増築工事側面図（1928 年頃） 

1929年4月、旧校舎と廊下でつながるように、敷地西側に増築工事が施され、2階建ての新校舎（建坪約153坪）

が竣工した。

 

  

新校舎（1929 年頃）                        新校舎全景（1936 年頃） 

（遠友夜学校関係資料0039-03）            （遠友夜学校関係資料0055 所収） 

 

 

校舎平面図（1936 年頃） 

（半澤洵関係資料0167）

1935 年 11 月、旧校舎を解体した古

材を利用し、2 階建ての校舎（建坪

約 68 坪）が増築された。新校舎は、

「遠友寮」と称する職員宿室が大部

分を占め、事務室・電話室・小使室・

作法室を有した。新校舎全景写真で

は、1929 年新築校舎の背後に、廊下

でつながった 1935 年増築校舎が見

られる。

（半澤洵関係資料0159）  

５．陳列資料目録

Ⅰ．前期（１９８４―１９２０年）～小学校の授業を行っていた時代～

Ⅰ―０１ 宮部金吾宛て太田稲造書簡（１８８５年１１月１３日・ボルチモア発）

沿革資料／宮部金吾旧蔵書簡―新渡戸００９〔展示期：③・④〕

ジョンズ・ホプキンス大学留学中の太田（新渡戸）稲造は、“Sapporo Academies”の構想とし
て、（１）成人教育、（２）青少年の高等普通教育、（３）貧しい家庭の子ども（children of poor parents）
や日雇い労働者の子弟（laborers’ boys）を対象とした夜学校（night school）を親友宮部に語っ
ている。

Ⅰ―０２ 宮部金吾宛て新渡戸メアリー書簡（１８９８年１１月２４日・カリフォルニア発）

沿革資料／宮部金吾旧蔵書簡―新渡戸０３１〔展示期：③〕

１８９７年１０月、新渡戸夫妻は療養のため離札した。メアリー夫人（Mary Nitobe／新渡戸萬里子）
は、遠友夜学校を“Toyohira school”（豊平学校）と呼び、遠友夜学校教師の健康や俸給など、
夜学校の運営状況を気に掛け、夜学校への送金を続けた。

Ⅰ―０３ 宮部金吾宛て新渡戸稲造書簡（１８９９年１月３０日・カリフォルニア発）

沿革資料／宮部金吾旧蔵書簡―新渡戸０３２〔展示期：①・③・④〕

新渡戸稲造の離札後、遠友夜学校の運営は、親友の宮部金吾に託された。カリフォルニアからの
書簡には、新渡戸が宮部への感謝をあらわしている。
……僕両人の会計のみならず遠友学校迄で、君の世話ニなり、大に難有［有り難し］、定め
し面倒くさからふ、僕ならトテモ出来ぬ事だ……

Ⅰ―０４ 新渡戸稲造校長宛て中江汪報告書（１８９９年）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００６２・００６３〔展示期：③〕

中江汪（札幌独立基督教会牧師・札幌基督教青年会長）は、豊平日曜学校の頃から学校運営・管
理に携わってきた人物。会計報告書は、「家賃報告」、「看病婦資金支出報告」、「資金支出報告」
の三報告からなり、教師・管理人の給与、備品費、貧困家庭への看護婦による巡回慰問費（薬代）、
奨励会費・運動会費などが計上されている。

Ⅰ―０５ メアリー夫人が送った５０ドル国際為替の控え（１９００年５月１４日）

沿革資料／宮部金吾旧蔵書簡―新渡戸０３９〔展示期：①〕

メアリー夫人が、故郷フィラデルフィアから、遠友夜学校のために宮部金吾宛てに送った国際為
替（international money order）の控え。宮部のもとには、メアリー夫人の指示により、弟Ｗ．エ
ルキントン（William T. Elkinton）も国際為替により送金している。

Ⅰ―０６ 宮部金吾宛てＷ．Ｔ．エルキントン書簡（１９００年７月２０日・フィラデルフィア発）

沿革資料／宮部金吾旧蔵書簡―新渡戸０４０〔展示期：③〕

５０ドルの国際為替の控えには、“the Ragged School”（貧困等で教育を受けられない子どもたち
への無償の学校）への寄附と理解している由、ウィリアムによる送り状が添えられた。

Ⅰ―０７ 遠友夜学校草創期の札幌市街（１９０１年）

沿革資料／「札幌全図 明治三十四年」〔展示期：①・②・③・④〕

遠友夜学校草創期の頃の札幌市街図。遠友夜学校は図中に記した丸印に所在（南４条東４丁目）。
当時の札幌農学校は、北１～北２条西１～西２丁目にキャンパスがあり、附属農場が札幌停車場
以北に広がっていた。市街図には「農学校」（札幌農学校）、「北海道庁」、「豊平館」、「基督会堂」
（南３条西６丁目、札幌独立基督教会）などの記載もみられる。
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「遠友寮」と称する職員宿室が大部

分を占め、事務室・電話室・小使室・

作法室を有した。新校舎全景写真で

は、1929 年新築校舎の背後に、廊下

でつながった 1935 年増築校舎が見

られる。

（半澤洵関係資料0159）  

５．陳列資料目録

Ⅰ．前期（１９８４―１９２０年）～小学校の授業を行っていた時代～

Ⅰ―０１ 宮部金吾宛て太田稲造書簡（１８８５年１１月１３日・ボルチモア発）

沿革資料／宮部金吾旧蔵書簡―新渡戸００９〔展示期：③・④〕

ジョンズ・ホプキンス大学留学中の太田（新渡戸）稲造は、“Sapporo Academies”の構想とし
て、（１）成人教育、（２）青少年の高等普通教育、（３）貧しい家庭の子ども（children of poor parents）
や日雇い労働者の子弟（laborers’ boys）を対象とした夜学校（night school）を親友宮部に語っ
ている。

Ⅰ―０２ 宮部金吾宛て新渡戸メアリー書簡（１８９８年１１月２４日・カリフォルニア発）

沿革資料／宮部金吾旧蔵書簡―新渡戸０３１〔展示期：③〕

１８９７年１０月、新渡戸夫妻は療養のため離札した。メアリー夫人（Mary Nitobe／新渡戸萬里子）
は、遠友夜学校を“Toyohira school”（豊平学校）と呼び、遠友夜学校教師の健康や俸給など、
夜学校の運営状況を気に掛け、夜学校への送金を続けた。

Ⅰ―０３ 宮部金吾宛て新渡戸稲造書簡（１８９９年１月３０日・カリフォルニア発）

沿革資料／宮部金吾旧蔵書簡―新渡戸０３２〔展示期：①・③・④〕

新渡戸稲造の離札後、遠友夜学校の運営は、親友の宮部金吾に託された。カリフォルニアからの
書簡には、新渡戸が宮部への感謝をあらわしている。
……僕両人の会計のみならず遠友学校迄で、君の世話ニなり、大に難有［有り難し］、定め
し面倒くさからふ、僕ならトテモ出来ぬ事だ……

Ⅰ―０４ 新渡戸稲造校長宛て中江汪報告書（１８９９年）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００６２・００６３〔展示期：③〕

中江汪（札幌独立基督教会牧師・札幌基督教青年会長）は、豊平日曜学校の頃から学校運営・管
理に携わってきた人物。会計報告書は、「家賃報告」、「看病婦資金支出報告」、「資金支出報告」
の三報告からなり、教師・管理人の給与、備品費、貧困家庭への看護婦による巡回慰問費（薬代）、
奨励会費・運動会費などが計上されている。

Ⅰ―０５ メアリー夫人が送った５０ドル国際為替の控え（１９００年５月１４日）

沿革資料／宮部金吾旧蔵書簡―新渡戸０３９〔展示期：①〕

メアリー夫人が、故郷フィラデルフィアから、遠友夜学校のために宮部金吾宛てに送った国際為
替（international money order）の控え。宮部のもとには、メアリー夫人の指示により、弟Ｗ．エ
ルキントン（William T. Elkinton）も国際為替により送金している。

Ⅰ―０６ 宮部金吾宛てＷ．Ｔ．エルキントン書簡（１９００年７月２０日・フィラデルフィア発）

沿革資料／宮部金吾旧蔵書簡―新渡戸０４０〔展示期：③〕

５０ドルの国際為替の控えには、“the Ragged School”（貧困等で教育を受けられない子どもたち
への無償の学校）への寄附と理解している由、ウィリアムによる送り状が添えられた。

Ⅰ―０７ 遠友夜学校草創期の札幌市街（１９０１年）

沿革資料／「札幌全図 明治三十四年」〔展示期：①・②・③・④〕

遠友夜学校草創期の頃の札幌市街図。遠友夜学校は図中に記した丸印に所在（南４条東４丁目）。
当時の札幌農学校は、北１～北２条西１～西２丁目にキャンパスがあり、附属農場が札幌停車場
以北に広がっていた。市街図には「農学校」（札幌農学校）、「北海道庁」、「豊平館」、「基督会堂」
（南３条西６丁目、札幌独立基督教会）などの記載もみられる。

〔展示〕遠友夜学校の歴史
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Ⅰ―０８ 寄宿舎帰舎への遅刻証明書（１９００年７月１３日）

公文書／札幌農学校簿書０６９６〔展示期：④〕

Ⅰ―０９ 遅刻御届（１９００年１２月２７日）

公文書／札幌農学校簿書０６９６〔展示期：①・③〕

遠友夜学校教師を務めた札幌農学校生たちは、夜学校の校務のため、農学校寄宿舎の門限に間に
合わず、夜中に帰舎することが多々あった。農学校の書類には、農学校生（蠣崎知二郎、瀧臣弼、
木村徳蔵、半澤洵）を留め置いた夜学校から、農学校舎監宛てに出された届出が残っている。

Ⅰ―１０ 半澤洵「札幌遠友夜学校の懐古」

沿革資料／半澤洵関係資料（前川２００９）００４６〔展示期：①〕

半澤洵（札幌農学校第１９期生）が遠友夜学校草創期を回想したもの。旧校舎（１階には教室２室
と留守番部屋、２階には２部屋で事務室・教師控室）の思い出、男子生徒の修養会「倫古龍会」
（リンコルン会）は同期の蠣崎知二郎、女子生徒の修養会「菫会」（スミレ会）は同じく同期の
瀧臣弼・木村徳蔵による創設であると語っている。

Ⅰ―１１ 『文の園』第２号（１９０６年７月）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０１７２〔展示期：②〕

Ⅰ―１２ 『文の園』第１３号（１９０７年２月）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０１７３〔展示期：④〕

『文の園』は、高等科の女子生徒が、作文の進歩と生徒間の親睦を深める目的で始めた回読式の
手作り冊子。１９０５年秋頃に女子生徒が作文を回覧、翌年に『文の園』と題して作文を綴った冊子
を出し、１９０７年には「羊会」（ひつじ会）として団体を組織し、規則・幹事を整えて、毎月２回
定期発行することとなった。

Ⅰ―１３ 作文「友に夜学校へ入学を勧むる文」（『文の園』第２号、１９０６年７月）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０１７２〔展示期：②〕

当初、『文の園』では、同一の題目で、女子生徒たちが無記名で作文を練習していた。題目は、
生徒にとって身近な事柄が選ばれた。第２号では、「虫声を聴きて」、「指の働」のほか、昼間働
いている友人を夜学校に勧誘する文章を手紙形式で練習している。

Ⅰ―１４ 松村介石『阿伯拉罕 倫古龍』（１９００年発行）

沿革資料／刊行物〔展示期：③・④〕

「阿伯拉罕倫古龍」は、エイブラハム・リンカーン（Abraham Lincoln）のこと。フリガナは、「ア
ブラハム リンコルン」と表記された。キリスト教思想家の松村介石（札幌農学校第１３期生松村
松年の実兄）による伝記は、１８９０年発行以来、版を重ねて人気を博した。この伝記は夜学校内で
も回読され、１８９７年男子生徒の修養会「倫古龍会」の創設へと至った。

Ⅰ―１５ 『倫古龍会雑誌』（１９１３年７月）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００２６〔展示期：②〕

女子生徒の冊子『文の園』が継続発行する一方で、男子生徒も冊子『倫古龍会雑誌』を出してい
た。現存が確認できる『倫古龍会雑誌』は１９１１、１９１３年発行の２冊のみ。１９１３年の冊子表紙に
は、高等科１年の岩渕源蔵が巧みな水彩画で彩りをそえている。

Ⅰ―１６ 倫古龍会第３２６回例会（１９１３年７月１３日）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００２６〔展示期：②〕

『倫古龍会雑誌』には、男子生徒の作文、教師の創作文のほか、巻末に「倫古龍会会報」として
例会記録が綴られた。第３２６回の例会（７月１３日開催）には３８名もの出席者があり、教師には有
島武郎・足助素一・野中時雄らの名前が見られる。

Ⅰ―１７ 『文の園』第８６号（１９１３年６月）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０２０１〔展示期：②〕

『文の園』は、１９０７年以降、記名制となった。発行元は、１９１０年以降、「羊会」から「菫会」へ
と代わった。墨書きの冊子から、次第に、生徒作文への教師による朱筆添削、教師自身による創
作文、表紙・中扉への教師・校外生等による彩色画、生徒による習字や図画、菫会例会報告など
が綴られるようになり、冊子内容が充実していった。

Ⅰ―１８ 尋常科５～６年生作文集『小羊』の創刊（１９１６年１１月）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００２４〔展示期：③〕

尋常科５～６年生による「小羊会」は、１９１６年に毎週土曜日に集うようになり、同年１１月には作
文集『小羊』を創刊した。担当の教師は生徒の作文・作図に朱筆添削をして、講評を書き込んだ。
その後、初等部では、『ポプラ』（１９３３年創刊・修身会誌）、『子雀』（１９２６年卒業生誌）などがガ
リ版印刷により作られた。

Ⅰ―１９ 『文の園』第１２７号（１９１７年５月）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０２１７〔展示期：③〕

『文の園』の巻頭もしくは巻末には、回覧名簿が書き込まれた。

Ⅰ―２０ 尋常科６年中村すえ「私の家」（『文の園』第８６号、１９１３年）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０２０１〔展示期：②〕

１９１２年以降、『文の園』では、「私の家」・「我が家」・「家庭」といった題目で、生徒が家庭環境を
作文に記すようになった。作文からは、義務教育年限が尋常小学校６年までになったにもかかわ
らず、女子生徒が家庭の事情により、家事手伝・子守・看護婦見習などに就き、昼間に就学がで
きない状況にあったことがうかがえる。

Ⅰ―２１ 尋常科６年濱田公治「我が愛せし偉人 ナポレオン」（１９１６年１１月）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００２４〔展示期：④〕

『小羊』創刊号は、「我が愛せし偉人」という題目で生徒の作文が編まれた。二宮尊徳・楠木正
成などの日本人のほか、ワシントン・コロンブス・ナポレオン・リンカーンといった外国人を取
り上げる生徒も少なくなかった。

Ⅰ―２２ 菫会例会の報告（１９１２年３月３日）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０１９６〔展示期：③・④〕

「菫会」は、教師の木村徳蔵・瀧臣弼（札幌農学校第１９期生）の主唱により、１９００年創設された
女子生徒の修養会。毎月１回日曜日の夜会合し、教師による訓話や生徒の修養談のほか、紙袋は
りや雑巾縫いの手芸作業（労働）を行なってその対価として得た収入を遠友夜学校積立金にあて
る活動をした。１９１２年３月３日開催の例会では、有島武郎の訓話があった。

北海道大学大学文書館年報　第16号（2021年 3 月）

― 84­­―



Ⅰ―０８ 寄宿舎帰舎への遅刻証明書（１９００年７月１３日）

公文書／札幌農学校簿書０６９６〔展示期：④〕

Ⅰ―０９ 遅刻御届（１９００年１２月２７日）

公文書／札幌農学校簿書０６９６〔展示期：①・③〕

遠友夜学校教師を務めた札幌農学校生たちは、夜学校の校務のため、農学校寄宿舎の門限に間に
合わず、夜中に帰舎することが多々あった。農学校の書類には、農学校生（蠣崎知二郎、瀧臣弼、
木村徳蔵、半澤洵）を留め置いた夜学校から、農学校舎監宛てに出された届出が残っている。

Ⅰ―１０ 半澤洵「札幌遠友夜学校の懐古」

沿革資料／半澤洵関係資料（前川２００９）００４６〔展示期：①〕

半澤洵（札幌農学校第１９期生）が遠友夜学校草創期を回想したもの。旧校舎（１階には教室２室
と留守番部屋、２階には２部屋で事務室・教師控室）の思い出、男子生徒の修養会「倫古龍会」
（リンコルン会）は同期の蠣崎知二郎、女子生徒の修養会「菫会」（スミレ会）は同じく同期の
瀧臣弼・木村徳蔵による創設であると語っている。

Ⅰ―１１ 『文の園』第２号（１９０６年７月）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０１７２〔展示期：②〕

Ⅰ―１２ 『文の園』第１３号（１９０７年２月）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０１７３〔展示期：④〕

『文の園』は、高等科の女子生徒が、作文の進歩と生徒間の親睦を深める目的で始めた回読式の
手作り冊子。１９０５年秋頃に女子生徒が作文を回覧、翌年に『文の園』と題して作文を綴った冊子
を出し、１９０７年には「羊会」（ひつじ会）として団体を組織し、規則・幹事を整えて、毎月２回
定期発行することとなった。

Ⅰ―１３ 作文「友に夜学校へ入学を勧むる文」（『文の園』第２号、１９０６年７月）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０１７２〔展示期：②〕

当初、『文の園』では、同一の題目で、女子生徒たちが無記名で作文を練習していた。題目は、
生徒にとって身近な事柄が選ばれた。第２号では、「虫声を聴きて」、「指の働」のほか、昼間働
いている友人を夜学校に勧誘する文章を手紙形式で練習している。

Ⅰ―１４ 松村介石『阿伯拉罕 倫古龍』（１９００年発行）

沿革資料／刊行物〔展示期：③・④〕

「阿伯拉罕倫古龍」は、エイブラハム・リンカーン（Abraham Lincoln）のこと。フリガナは、「ア
ブラハム リンコルン」と表記された。キリスト教思想家の松村介石（札幌農学校第１３期生松村
松年の実兄）による伝記は、１８９０年発行以来、版を重ねて人気を博した。この伝記は夜学校内で
も回読され、１８９７年男子生徒の修養会「倫古龍会」の創設へと至った。

Ⅰ―１５ 『倫古龍会雑誌』（１９１３年７月）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００２６〔展示期：②〕

女子生徒の冊子『文の園』が継続発行する一方で、男子生徒も冊子『倫古龍会雑誌』を出してい
た。現存が確認できる『倫古龍会雑誌』は１９１１、１９１３年発行の２冊のみ。１９１３年の冊子表紙に
は、高等科１年の岩渕源蔵が巧みな水彩画で彩りをそえている。

Ⅰ―１６ 倫古龍会第３２６回例会（１９１３年７月１３日）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００２６〔展示期：②〕

『倫古龍会雑誌』には、男子生徒の作文、教師の創作文のほか、巻末に「倫古龍会会報」として
例会記録が綴られた。第３２６回の例会（７月１３日開催）には３８名もの出席者があり、教師には有
島武郎・足助素一・野中時雄らの名前が見られる。

Ⅰ―１７ 『文の園』第８６号（１９１３年６月）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０２０１〔展示期：②〕

『文の園』は、１９０７年以降、記名制となった。発行元は、１９１０年以降、「羊会」から「菫会」へ
と代わった。墨書きの冊子から、次第に、生徒作文への教師による朱筆添削、教師自身による創
作文、表紙・中扉への教師・校外生等による彩色画、生徒による習字や図画、菫会例会報告など
が綴られるようになり、冊子内容が充実していった。

Ⅰ―１８ 尋常科５～６年生作文集『小羊』の創刊（１９１６年１１月）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００２４〔展示期：③〕

尋常科５～６年生による「小羊会」は、１９１６年に毎週土曜日に集うようになり、同年１１月には作
文集『小羊』を創刊した。担当の教師は生徒の作文・作図に朱筆添削をして、講評を書き込んだ。
その後、初等部では、『ポプラ』（１９３３年創刊・修身会誌）、『子雀』（１９２６年卒業生誌）などがガ
リ版印刷により作られた。

Ⅰ―１９ 『文の園』第１２７号（１９１７年５月）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０２１７〔展示期：③〕

『文の園』の巻頭もしくは巻末には、回覧名簿が書き込まれた。

Ⅰ―２０ 尋常科６年中村すえ「私の家」（『文の園』第８６号、１９１３年）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０２０１〔展示期：②〕

１９１２年以降、『文の園』では、「私の家」・「我が家」・「家庭」といった題目で、生徒が家庭環境を
作文に記すようになった。作文からは、義務教育年限が尋常小学校６年までになったにもかかわ
らず、女子生徒が家庭の事情により、家事手伝・子守・看護婦見習などに就き、昼間に就学がで
きない状況にあったことがうかがえる。

Ⅰ―２１ 尋常科６年濱田公治「我が愛せし偉人 ナポレオン」（１９１６年１１月）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００２４〔展示期：④〕

『小羊』創刊号は、「我が愛せし偉人」という題目で生徒の作文が編まれた。二宮尊徳・楠木正
成などの日本人のほか、ワシントン・コロンブス・ナポレオン・リンカーンといった外国人を取
り上げる生徒も少なくなかった。

Ⅰ―２２ 菫会例会の報告（１９１２年３月３日）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０１９６〔展示期：③・④〕

「菫会」は、教師の木村徳蔵・瀧臣弼（札幌農学校第１９期生）の主唱により、１９００年創設された
女子生徒の修養会。毎月１回日曜日の夜会合し、教師による訓話や生徒の修養談のほか、紙袋は
りや雑巾縫いの手芸作業（労働）を行なってその対価として得た収入を遠友夜学校積立金にあて
る活動をした。１９１２年３月３日開催の例会では、有島武郎の訓話があった。

〔展示〕遠友夜学校の歴史
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Ⅰ―２３ 第１５７回菫会例会（１９１６年８月６日）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０２１６〔展示期：①〕

第１５７回菫会例会に出席した野中時雄は、「美しきジョーの十四五章 働く意義」＊を講話し、有島
安子夫人の逝去を生徒に伝えている。
＊日高善一訳『美しきジョー 犬の自叙伝』内外出版協会・１９１２年発行
（原著：Margaret Marshall Saunders, Beautiful Dog, 1893.）

Ⅰ―２４ 尋常科６年近藤小志津「風乃夜」（『文の園』第１２７号、１９１７年５月）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０２１７〔展示期：④〕

夜学校の授業は、秋・冬・春期は１８：３０～２０：３０、夏期は１９：００～２０：３０に行われた。作文「風
乃夜」では、女子生徒にとって夜間の通学が危険・恐怖と隣り合わせであることを伝えてくれる。
近藤小志津のように作文中に挿絵を描き、日常生活の一風景を起承転結にそった作文にする女子
生徒が、１９１０年代以降、多く見られるようになった。

Ⅰ―２５ 本科１年三浦シゲ「ママさんごと」（『文の園』第１９５号、１９２０年８月）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０２２８〔展示期：③・④〕

Ⅰ―２６ 本科１年三浦シゲ「黄菊のかげ」（『文の園』９月号、１９２０年９月）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０２２９〔展示期：②〕

１９１０年代後半～１９２０年代には、雑誌等を参考にして竹久夢二風の女性図を描き、独創性の富んだ
作文を生み出す女子生徒が現れるようになった。三浦シゲは、“大正浪漫”を感じさせる図と抜
群の作文力・創作力をもった女子生徒。

Ⅰ―２７ 校歌と奨励歌

沿革資料／遠友夜学校関係資料００１０〔展示期：②・③・④〕

「校歌」は、札幌農学校生の有島武郎が１８９８年に作詞した。「奨励歌」は、１９１３年１２月２８日開催
の奨励会（生徒の学芸演習及び遊戯・余興発表会）において、夜学校代表となった有島武郎のも
とで歌われ始めた。その後、両歌は夜学校生徒・教師に愛唱された。

Ⅰ―２８ 尋常科５～６年の出席簿（１９１８年９月）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００３６〔展示期：③・④〕

出席簿中の斜線は「欠席」を指す。１９１８年度の入学生徒は１１２名、退学生徒は１３３名。入退学生徒
が多いと共に欠席生徒も多かった。生徒は昼間、家事手伝をしている者が最多を占め、奉公・子
守・裁縫・給仕・職工・看護婦などに従事している者も多かった。退学・欠席の理由は「家庭の
事情」が主たるものであった。

Ⅰ―２９ 履歴書「新渡戸万里子」

沿革資料／半澤洵関係資料（前川２００９）００６１〔展示期：①〕

半澤洵（遠友夜学校代表）の筆による履歴書。「札幌に於て遠友夜学校設立の際、土地及家屋買
入れの為、若干の金円を寄附し、其後匿名にて其維持に力を添へり」と、夜学校へのメアリー夫
人の貢献を記している。新渡戸稲造は、メアリー夫人を「私が校長と云ふものの校主と云ふべき
は私の家内」（『遠友』第９号・１９３０年１０月発行、１面）とも称していた。

Ⅰ―３０ 『遠友夜学校一覧』（１９２１年頃）

沿革資料／半澤洵関係資料（前川―遠友）０００１〔展示期：①〕

小谷武治（札幌農学校第１５期生）が遠友夜学校代表の頃に発行した学校一覧。遠友夜学校の歴史
や現況を紹介している。

Ⅰ―３１ 創立以来の教師名簿（１９２１年頃）

沿革資料／半澤洵関係資料（前川―遠友）０００１〔展示期：③・④〕

『遠友夜学校一覧』（１９２１年頃発行）は、１８９４年創立以来の教師名簿を７ページにわたり掲載し
た。教師数は１４４名を数えた。北海道帝国大学の関係者（札幌農学校・東北帝国大学農科大学の
卒業者、北海道帝国大学の在籍者）には赤丸印を、そのうち遠友夜学校の校長や代表を務めた人
物には青丸印を付した。

Ⅰ―３２ 半澤洵「遠友夜学校を紹介す」（１９２３年）

沿革資料／半澤洵関係資料（前川―遠友）００５５〔展示期：①〕

半澤洵が遠友夜学校の歴史を談じた手稿。遠友夜学校は、１８９４年以来、札幌市内の貧しい家庭の
子どもや学校に昼間通学できない晩学者のために、無月謝で初等教育を授けている学校で、札幌
農学校関係者が夜学校の教師・代表を歴任と紹介している。

Ⅱ．後期（１９２１―１９４４年）～中等学校の授業が中心となった時代～

Ⅱ―１ 生徒の職業（１９２６年１０月２５日現在）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００１０〔展示期：②〕

初等部生徒には、職工・職人（機械工・印刷工・大工など）、店員（菓子屋、呉服屋、荒物屋な
ど）が多く、家事手伝・子守も見受けられる。中等部生徒には、給仕（北海道庁、裁判所、帝室
林野局、北海道帝国大学医学部）が多く、雇員・事務員（北海道庁、郵便局、通信局）、小学校
教諭といった職種に就いている者もいた。

Ⅱ―２ 生徒の職業・通学距離・通学別調査（１９２７年６月現在）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００１０〔展示期：③・④〕

１９２７年６月生徒現況調査によると、男女共に、職業は職工・職人、通学距離は約１．１㎞～１．６㎞、
自宅からの通学が最多であった。

Ⅱ―３ 生徒の年齢調査（１９２７年６月現在）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００１０〔展示期：③・④〕

１９２７年６月生徒現況調査によると、最年少生徒は初等部２・３学年の１０歳男児、最高齢生徒は中
等部４学年の２７歳男性であった。初等部生徒は１２～１９歳、中等部生徒は１５～２０歳が中心であった。
初等部では男子生徒７７人／女子生徒３１人、中等部では男子生徒８０人／女子生徒２７人、全体では男
子生徒が７３％を占めていた。学年は男子生徒が中等部１年・女子生徒が初等部６年、年齢は男子
生徒が１７歳・女子生徒が１５歳の層が厚かった。

Ⅱ―４ 初等部・中等部の学課目（１９２７年度）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００１０〔展示期：③・④〕

１９２６年、中等部は３年制から４年制へと改編された。科目が多岐にわたり、授業数が増えたこと
から、教師の確保は学校運営にとって緊要な課題となった。

Ⅱ―５～Ⅱ―７ 中等部受験手続（１９２７年度）、中等部生徒募集広告（１９２７年度）、生徒募集のちら
し（１９２９年）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００１０〔展示期：②・③・④〕

遠友夜学校では授業料はなかったが、生徒の金銭的な負担はゼロではなかった。１９２７年度の中等
部受験料は２０銭。その後、１９３２年度自治会日誌によると、中等部への入学には、受験料３０銭、入
学料１円、教科書は古本でも２円５０銭、倫古龍会会費４０銭、それにノート等をそろえると５円は
必要であったという。「吾々の薄給の者には実にたいした多金である、これでは失業しているも
のや貧しい者には残念乍ら入学で出来なくなるのではあるまいか」と、自治会幹事（中等部生徒）
は苦言を呈した。
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Ⅰ―２３ 第１５７回菫会例会（１９１６年８月６日）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０２１６〔展示期：①〕

第１５７回菫会例会に出席した野中時雄は、「美しきジョーの十四五章 働く意義」＊を講話し、有島
安子夫人の逝去を生徒に伝えている。
＊日高善一訳『美しきジョー 犬の自叙伝』内外出版協会・１９１２年発行
（原著：Margaret Marshall Saunders, Beautiful Dog, 1893.）

Ⅰ―２４ 尋常科６年近藤小志津「風乃夜」（『文の園』第１２７号、１９１７年５月）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０２１７〔展示期：④〕

夜学校の授業は、秋・冬・春期は１８：３０～２０：３０、夏期は１９：００～２０：３０に行われた。作文「風
乃夜」では、女子生徒にとって夜間の通学が危険・恐怖と隣り合わせであることを伝えてくれる。
近藤小志津のように作文中に挿絵を描き、日常生活の一風景を起承転結にそった作文にする女子
生徒が、１９１０年代以降、多く見られるようになった。

Ⅰ―２５ 本科１年三浦シゲ「ママさんごと」（『文の園』第１９５号、１９２０年８月）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０２２８〔展示期：③・④〕

Ⅰ―２６ 本科１年三浦シゲ「黄菊のかげ」（『文の園』９月号、１９２０年９月）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０２２９〔展示期：②〕

１９１０年代後半～１９２０年代には、雑誌等を参考にして竹久夢二風の女性図を描き、独創性の富んだ
作文を生み出す女子生徒が現れるようになった。三浦シゲは、“大正浪漫”を感じさせる図と抜
群の作文力・創作力をもった女子生徒。

Ⅰ―２７ 校歌と奨励歌

沿革資料／遠友夜学校関係資料００１０〔展示期：②・③・④〕

「校歌」は、札幌農学校生の有島武郎が１８９８年に作詞した。「奨励歌」は、１９１３年１２月２８日開催
の奨励会（生徒の学芸演習及び遊戯・余興発表会）において、夜学校代表となった有島武郎のも
とで歌われ始めた。その後、両歌は夜学校生徒・教師に愛唱された。

Ⅰ―２８ 尋常科５～６年の出席簿（１９１８年９月）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００３６〔展示期：③・④〕

出席簿中の斜線は「欠席」を指す。１９１８年度の入学生徒は１１２名、退学生徒は１３３名。入退学生徒
が多いと共に欠席生徒も多かった。生徒は昼間、家事手伝をしている者が最多を占め、奉公・子
守・裁縫・給仕・職工・看護婦などに従事している者も多かった。退学・欠席の理由は「家庭の
事情」が主たるものであった。

Ⅰ―２９ 履歴書「新渡戸万里子」

沿革資料／半澤洵関係資料（前川２００９）００６１〔展示期：①〕

半澤洵（遠友夜学校代表）の筆による履歴書。「札幌に於て遠友夜学校設立の際、土地及家屋買
入れの為、若干の金円を寄附し、其後匿名にて其維持に力を添へり」と、夜学校へのメアリー夫
人の貢献を記している。新渡戸稲造は、メアリー夫人を「私が校長と云ふものの校主と云ふべき
は私の家内」（『遠友』第９号・１９３０年１０月発行、１面）とも称していた。

Ⅰ―３０ 『遠友夜学校一覧』（１９２１年頃）

沿革資料／半澤洵関係資料（前川―遠友）０００１〔展示期：①〕

小谷武治（札幌農学校第１５期生）が遠友夜学校代表の頃に発行した学校一覧。遠友夜学校の歴史
や現況を紹介している。

Ⅰ―３１ 創立以来の教師名簿（１９２１年頃）

沿革資料／半澤洵関係資料（前川―遠友）０００１〔展示期：③・④〕

『遠友夜学校一覧』（１９２１年頃発行）は、１８９４年創立以来の教師名簿を７ページにわたり掲載し
た。教師数は１４４名を数えた。北海道帝国大学の関係者（札幌農学校・東北帝国大学農科大学の
卒業者、北海道帝国大学の在籍者）には赤丸印を、そのうち遠友夜学校の校長や代表を務めた人
物には青丸印を付した。

Ⅰ―３２ 半澤洵「遠友夜学校を紹介す」（１９２３年）

沿革資料／半澤洵関係資料（前川―遠友）００５５〔展示期：①〕

半澤洵が遠友夜学校の歴史を談じた手稿。遠友夜学校は、１８９４年以来、札幌市内の貧しい家庭の
子どもや学校に昼間通学できない晩学者のために、無月謝で初等教育を授けている学校で、札幌
農学校関係者が夜学校の教師・代表を歴任と紹介している。

Ⅱ．後期（１９２１―１９４４年）～中等学校の授業が中心となった時代～

Ⅱ―１ 生徒の職業（１９２６年１０月２５日現在）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００１０〔展示期：②〕

初等部生徒には、職工・職人（機械工・印刷工・大工など）、店員（菓子屋、呉服屋、荒物屋な
ど）が多く、家事手伝・子守も見受けられる。中等部生徒には、給仕（北海道庁、裁判所、帝室
林野局、北海道帝国大学医学部）が多く、雇員・事務員（北海道庁、郵便局、通信局）、小学校
教諭といった職種に就いている者もいた。

Ⅱ―２ 生徒の職業・通学距離・通学別調査（１９２７年６月現在）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００１０〔展示期：③・④〕

１９２７年６月生徒現況調査によると、男女共に、職業は職工・職人、通学距離は約１．１㎞～１．６㎞、
自宅からの通学が最多であった。

Ⅱ―３ 生徒の年齢調査（１９２７年６月現在）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００１０〔展示期：③・④〕

１９２７年６月生徒現況調査によると、最年少生徒は初等部２・３学年の１０歳男児、最高齢生徒は中
等部４学年の２７歳男性であった。初等部生徒は１２～１９歳、中等部生徒は１５～２０歳が中心であった。
初等部では男子生徒７７人／女子生徒３１人、中等部では男子生徒８０人／女子生徒２７人、全体では男
子生徒が７３％を占めていた。学年は男子生徒が中等部１年・女子生徒が初等部６年、年齢は男子
生徒が１７歳・女子生徒が１５歳の層が厚かった。

Ⅱ―４ 初等部・中等部の学課目（１９２７年度）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００１０〔展示期：③・④〕

１９２６年、中等部は３年制から４年制へと改編された。科目が多岐にわたり、授業数が増えたこと
から、教師の確保は学校運営にとって緊要な課題となった。

Ⅱ―５～Ⅱ―７ 中等部受験手続（１９２７年度）、中等部生徒募集広告（１９２７年度）、生徒募集のちら
し（１９２９年）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００１０〔展示期：②・③・④〕

遠友夜学校では授業料はなかったが、生徒の金銭的な負担はゼロではなかった。１９２７年度の中等
部受験料は２０銭。その後、１９３２年度自治会日誌によると、中等部への入学には、受験料３０銭、入
学料１円、教科書は古本でも２円５０銭、倫古龍会会費４０銭、それにノート等をそろえると５円は
必要であったという。「吾々の薄給の者には実にたいした多金である、これでは失業しているも
のや貧しい者には残念乍ら入学で出来なくなるのではあるまいか」と、自治会幹事（中等部生徒）
は苦言を呈した。

〔展示〕遠友夜学校の歴史
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Ⅱ―８ 中等部第２学年の「通知箋」（１９２８年度）

沿革資料／遠友資料（農）０４１〔展示期：②〕

中村雄二（１９１１―１９９１年）は、北海道農事試験場本場（札幌郡琴似村）に勤務しながら夜学校中
等部に通学し、優秀な成績をおさめた。学芸会の英語劇「ウィリアム・テル」では、主役を演じ
て活躍した。

Ⅱ―９ 中等部生徒の出席簿（１９３１年）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００３４〔展示期：③・④〕

出席簿には、１９３１年に入学した中等部生徒の在学期間、退学理由等が記されている。入学後１年
未満で退学した生徒が非常に多く、在学１ヶ月にも満たない者も少なくない。退学理由に「応召」
も見られる。夜学校が掲げる高い理想とは裏腹に、生徒にとっても関係者にとっても厳しい現実
を示していると言える。

Ⅱ―１０ 初等部・中等部の教師一覧（１９３０年９月）

沿革資料／半澤洵関係資料（前川―遠友）０１３３〔展示期：③〕

初等部・中等部共に主な科目は、北海道帝国大学（以下、「北大」と略す）の男子学生が受け持っ
た。一方、中等部の女子生徒には北大の男子学生では担当できない、「家事」科目（作法・裁縫
など）を教授する必要が生じた。教師一覧の「宇賀神花子」は、当時、北大理学部の副手。東京
女子高等師範学校家事科を１９２６年に卒業し、「家事」の教諭免許を所有していた。

Ⅱ―１１ 教師名簿（１９３４年９月２４日現在）

沿革資料／半澤洵関係資料（前川―遠友）０１９１〔展示期：②〕

北大の学生（農学部・理学部・医学部・工学部）・生徒（予科・実科など）が、夜学校教師を主
に務めた。教師の勤務体制は、中等部の上級学年で科目の専門性が必要とされたことから、教室
分担制から科目担当制へと変化した。

Ⅱ―１２～Ⅱ―１３ 運動会への寄附者名簿（１９２９年）、運動会のご案内（１９３１年）

沿革資料／半澤洵関係資料（前川―遠友）０００６・０１４４〔展示期：③〕

３月は卒業式、４月は宣誓式（入学式）、６月は運動会・開校記念日、７月は銭函海水浴、９月
は月見会、春・秋季は月１回日曜日の遠足・登山が、夜学校の年中行事であった。

Ⅱ―１４ 遠友夜学校の校章（佐々木酉二デザイン、１９２９年制定）

沿革資料／図版より縫製・作成（渡辺由起子氏協力）〔展示期：③・④〕

Ⅱ―１５ 扁額「With malice toward none, with charity for all」（１９３１年）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００４４〔展示期：③・④〕

新渡戸稲造校長が揮毫したリンカーンの言葉（第２期大統領就任演説、１８６５年３月４日）。

Ⅱ―１６ 入学の宣誓（１９３６年４月１１日）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００３５〔展示期：③・④〕

１９３６年度の宣誓式では、中等部１年の土肥富治雄が、新入生総代として宣誓した。

Ⅱ―１７ 初等部の卒業証書（１９３８年３月１２日）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００４３〔展示期：③・④〕

新渡戸メアリー校長時代の卒業証書（島貫正八：１９３８年卒業）。

Ⅱ―１８ 自治会の記録（１９３３年１１月４日）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００３１〔展示期：②〕

１９２４年１月、生徒による自治会が設立された。各学年から幹事が選出され、監事（教師）のもと
で月１～２回幹事会を開催し、学校内で発生する諸問題（ピンポン騒音、土足、居残り、喫煙、
掃除当番のさぼり、器物の損壊など）の解決策を話し合った。また、新入生募集の作業（立て看
板・ポスターの作製・分担指示）にもあたり、学校事務を補助した。

Ⅱ―１９ 図書部の日誌（１９３６年１０月１４日、１０月１６日）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００３３〔展示期：②〕

高井泉教師が児童書数十冊を寄贈したことを契機として、１９２８年２月、中等部第３回卒業生が図
書部を設置した。図書部の生徒は、図書の貸出・整理など、図書室業務を担った。蔵書は児童書
と文学を主としていたが、生徒の高年齢化により、中等部生徒による弁論・文学関係図書・雑誌
の利用が大半を占めた。

Ⅱ―２０ 倫古龍会弁論部の記録（１９３２年５月）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００３２〔展示期：④〕

倫古龍会は文芸部・庶務部・弁論部・会計部・図書部に分かれ、中等部生徒を中心に、熱心な課
外活動を行なった。文芸部は雑誌『遠友魂』を発行し、弁論部は練習会・座談会・大会（毎学期）
の開催、校外の弁論大会への生徒派遣など、活発な活動をしていた。１９３２年５月９日開催の「札
幌中等夜学校創立十周年記念弁論大会」では、札幌中等夜学校・北海中学校・中等夜学有鄰館か
らの生徒と弁論を競った。

Ⅱ―２１ 弁論大会での中等部女子生徒の活躍（１９３２年４月２９日、於：運動場）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００３２〔展示期：③〕

１９３２年４月２９日、倫古龍会弁論部主催の新入生歓迎春季弁論大会では、中等部４年其田フミが
「婦人運動に就いて」と題して論じ、優秀弁士として３等賞に輝いた。

Ⅱ―２２ 倫古龍会弁論部の表彰状（１９３５年１０月５日）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０１０３―０３〔展示期：③・④〕

Ⅱ―２３ 倫古龍会弁論部の優勝カップ（１９３１年９月）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００３７〔展示期：③・④〕

Ⅱ―２４ 『遠友』新渡戸校長先生追悼号（１９３３年）

沿革資料／応用菌学講座関係資料００１０〔展示期：③・④〕

新渡戸稲造は、１９３３年１０月１６日、渡航先のカナダで逝去した。遠友夜学校では追悼の遙拝式など
を行なった。中等部１年に在学する佐藤万寿子は、「私等は例へ一字でも多く学び社会に立って
有益なる国民となり」と志を新たにしている。

Ⅱ―２５ 学期報『遠友』第１６号（１９３５年５月）

沿革資料／半澤洵関係資料（前川―遠友）００１６〔展示期：①〕

札幌農学校同級生であり、親友であった宮部金吾は、欧米留学中の新渡戸稲造が将来の夢を語る
書簡（１８８５年１１月１３日付・ボルチモア発、１８８７年８月７日付・ボン発）に、遠友夜学校誕生の萌
芽を読み解いている。
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Ⅱ―８ 中等部第２学年の「通知箋」（１９２８年度）

沿革資料／遠友資料（農）０４１〔展示期：②〕

中村雄二（１９１１―１９９１年）は、北海道農事試験場本場（札幌郡琴似村）に勤務しながら夜学校中
等部に通学し、優秀な成績をおさめた。学芸会の英語劇「ウィリアム・テル」では、主役を演じ
て活躍した。

Ⅱ―９ 中等部生徒の出席簿（１９３１年）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００３４〔展示期：③・④〕

出席簿には、１９３１年に入学した中等部生徒の在学期間、退学理由等が記されている。入学後１年
未満で退学した生徒が非常に多く、在学１ヶ月にも満たない者も少なくない。退学理由に「応召」
も見られる。夜学校が掲げる高い理想とは裏腹に、生徒にとっても関係者にとっても厳しい現実
を示していると言える。

Ⅱ―１０ 初等部・中等部の教師一覧（１９３０年９月）

沿革資料／半澤洵関係資料（前川―遠友）０１３３〔展示期：③〕

初等部・中等部共に主な科目は、北海道帝国大学（以下、「北大」と略す）の男子学生が受け持っ
た。一方、中等部の女子生徒には北大の男子学生では担当できない、「家事」科目（作法・裁縫
など）を教授する必要が生じた。教師一覧の「宇賀神花子」は、当時、北大理学部の副手。東京
女子高等師範学校家事科を１９２６年に卒業し、「家事」の教諭免許を所有していた。

Ⅱ―１１ 教師名簿（１９３４年９月２４日現在）

沿革資料／半澤洵関係資料（前川―遠友）０１９１〔展示期：②〕

北大の学生（農学部・理学部・医学部・工学部）・生徒（予科・実科など）が、夜学校教師を主
に務めた。教師の勤務体制は、中等部の上級学年で科目の専門性が必要とされたことから、教室
分担制から科目担当制へと変化した。

Ⅱ―１２～Ⅱ―１３ 運動会への寄附者名簿（１９２９年）、運動会のご案内（１９３１年）

沿革資料／半澤洵関係資料（前川―遠友）０００６・０１４４〔展示期：③〕

３月は卒業式、４月は宣誓式（入学式）、６月は運動会・開校記念日、７月は銭函海水浴、９月
は月見会、春・秋季は月１回日曜日の遠足・登山が、夜学校の年中行事であった。

Ⅱ―１４ 遠友夜学校の校章（佐々木酉二デザイン、１９２９年制定）

沿革資料／図版より縫製・作成（渡辺由起子氏協力）〔展示期：③・④〕

Ⅱ―１５ 扁額「With malice toward none, with charity for all」（１９３１年）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００４４〔展示期：③・④〕

新渡戸稲造校長が揮毫したリンカーンの言葉（第２期大統領就任演説、１８６５年３月４日）。

Ⅱ―１６ 入学の宣誓（１９３６年４月１１日）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００３５〔展示期：③・④〕

１９３６年度の宣誓式では、中等部１年の土肥富治雄が、新入生総代として宣誓した。

Ⅱ―１７ 初等部の卒業証書（１９３８年３月１２日）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００４３〔展示期：③・④〕

新渡戸メアリー校長時代の卒業証書（島貫正八：１９３８年卒業）。

Ⅱ―１８ 自治会の記録（１９３３年１１月４日）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００３１〔展示期：②〕

１９２４年１月、生徒による自治会が設立された。各学年から幹事が選出され、監事（教師）のもと
で月１～２回幹事会を開催し、学校内で発生する諸問題（ピンポン騒音、土足、居残り、喫煙、
掃除当番のさぼり、器物の損壊など）の解決策を話し合った。また、新入生募集の作業（立て看
板・ポスターの作製・分担指示）にもあたり、学校事務を補助した。

Ⅱ―１９ 図書部の日誌（１９３６年１０月１４日、１０月１６日）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００３３〔展示期：②〕

高井泉教師が児童書数十冊を寄贈したことを契機として、１９２８年２月、中等部第３回卒業生が図
書部を設置した。図書部の生徒は、図書の貸出・整理など、図書室業務を担った。蔵書は児童書
と文学を主としていたが、生徒の高年齢化により、中等部生徒による弁論・文学関係図書・雑誌
の利用が大半を占めた。

Ⅱ―２０ 倫古龍会弁論部の記録（１９３２年５月）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００３２〔展示期：④〕

倫古龍会は文芸部・庶務部・弁論部・会計部・図書部に分かれ、中等部生徒を中心に、熱心な課
外活動を行なった。文芸部は雑誌『遠友魂』を発行し、弁論部は練習会・座談会・大会（毎学期）
の開催、校外の弁論大会への生徒派遣など、活発な活動をしていた。１９３２年５月９日開催の「札
幌中等夜学校創立十周年記念弁論大会」では、札幌中等夜学校・北海中学校・中等夜学有鄰館か
らの生徒と弁論を競った。

Ⅱ―２１ 弁論大会での中等部女子生徒の活躍（１９３２年４月２９日、於：運動場）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００３２〔展示期：③〕

１９３２年４月２９日、倫古龍会弁論部主催の新入生歓迎春季弁論大会では、中等部４年其田フミが
「婦人運動に就いて」と題して論じ、優秀弁士として３等賞に輝いた。

Ⅱ―２２ 倫古龍会弁論部の表彰状（１９３５年１０月５日）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０１０３―０３〔展示期：③・④〕

Ⅱ―２３ 倫古龍会弁論部の優勝カップ（１９３１年９月）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００３７〔展示期：③・④〕

Ⅱ―２４ 『遠友』新渡戸校長先生追悼号（１９３３年）

沿革資料／応用菌学講座関係資料００１０〔展示期：③・④〕

新渡戸稲造は、１９３３年１０月１６日、渡航先のカナダで逝去した。遠友夜学校では追悼の遙拝式など
を行なった。中等部１年に在学する佐藤万寿子は、「私等は例へ一字でも多く学び社会に立って
有益なる国民となり」と志を新たにしている。

Ⅱ―２５ 学期報『遠友』第１６号（１９３５年５月）

沿革資料／半澤洵関係資料（前川―遠友）００１６〔展示期：①〕

札幌農学校同級生であり、親友であった宮部金吾は、欧米留学中の新渡戸稲造が将来の夢を語る
書簡（１８８５年１１月１３日付・ボルチモア発、１８８７年８月７日付・ボン発）に、遠友夜学校誕生の萌
芽を読み解いている。

〔展示〕遠友夜学校の歴史

― 89 ―



Ⅱ―２６ 初等部の卒業証書（１９４１年３月８日）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０１１０〔展示期：③・④〕

半澤洵校長時代の卒業証書（堤茂：１９４１年卒業）。初等部の卒業生数は、１９２６年度の３９名をピー
クに、その後は減少傾向に転じた。１９３５年以降は２０名未満になり、１９４１年度には９名（男９、女
０）という一桁の数となった。

Ⅱ―２７ 時間割（１９３９年１月）

沿革資料／半澤洵関係資料（前川―遠友）０００３〔展示期：③・④〕

Ⅱ―２８ 戦時体制下の遠友夜学校を論じた学校報『遠友』第２９号（１９４０年１２月下旬）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０１６３〔展示期：③〕

遠友夜学校の運営に中心的に関わっていた高倉新一郎（北大助教授）が、戦時体制下における夜
学校のあり方を論じている。夜学校の弱点として「教師が未だ人格的に未完成であると言はねば
ならない学生であると言ふ事」、「卒業によって頻繁に代る事」と指摘している。戦時体制下、夜
学校は、従来とは異なる困難な課題を新たに抱えることとなった。

Ⅱ―２９ 第４７回開校記念日における半澤洵校長の式辞（１９４０年６月１８日）

沿革資料／半澤洵関係資料（前川―遠友）０２４３〔展示期：③・④〕

新渡戸夫妻の逝去の後、第３代校長に就任した半澤洵は、正規の中学校と認可される夜間中学や、
青年学校などが設立される状況の下、遠友夜学校も改変が必要であると述べている。また、夜学
に通学することの困難さに理解を示しつつも、中途で挫折してしまう生徒が多いことを憂え、「初
志ノ貫徹」を強く説いている。

Ⅱ―３０ 戦時中の郵便葉書（１９４３年５～６月）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０１６７〔展示期：③〕

開校５０周年記念式案内とその返信・返送葉書。

Ⅱ―３１ １９４３年度の遠友夜学校行事報告（１９４４年４月）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００６０〔展示期：③〕

Ⅱ―３２ 閉校を決定した「役員会決議録」（１９４４年４月２２日）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００５６〔展示期：③〕

戦時体制のため、国から建物転用を求められたことを契機として、役員会は「廃校」を決定し
た。「貧児並ニ晩学者ノ教育事業ハ殆ンド達成セラレタ」と記しているが、廃校後に新渡戸の意
志を継続するため北海道庁立図書館内に「新渡戸文庫」創設を計画するなど、関係者の苦渋の決
断が滲む内容である。

６．写真目録

図１ ジョンズ・ホプキンス大学留学中の新渡戸稲造（１８８５年、於：ボルチモア）

沿革資料／北大人物Ｂ―２１〔展示期：③・④〕

図２ 新渡戸稲造・メアリー夫妻（１８９１年頃、於：東京）

沿革資料／高岡熊雄旧蔵写真〔展示期：③・④〕

図３ 札幌農学校教授宮部金吾（１８９４年１月２日、於：札幌）

植物園所蔵資料／宮部金吾旧蔵写真０４７１＿１１〔展示期：③・④〕

図４ 札幌農学校基督教青年会（１８９３年１月２９日）

植物園所蔵資料／宮部金吾旧蔵写真０４７９＿０３〔展示期：③〕

青年会員の大島金太郎（札幌農学校第１１期生）、大脇正醇（第１４期生）らが、「豊平日曜学校」の
頃より教師として夜学校に従事した。

図５ 札幌基督教青年会（１８９６～１９０１年頃）

植物園所蔵資料／宮部金吾旧蔵写真０４７９＿０４〔展示期：③〕

札幌基督教青年会（１８８１年１０月創立）の会員も主に札幌農学校生が占め、遠友夜学校の教師を務
める者も多かった。写真には、森本厚吉・木村徳蔵・有島武郎（札幌農学校第１９期生）や、青年
会長の中江汪・とめ夫妻らが写っている。

図６ 大島金太郎を囲む札幌農学校予科生たち（１８９８年）

沿革資料／星野勇三旧蔵写真〔展示期：①・③・④〕

予科生はのちの札幌農学校第１９期生。第１９期生からは有島武郎、半澤洵、蠣崎知二郎、瀧臣弼、
木村徳蔵、森本厚吉、岩波六郎、井口為二郎、井街顕、畑治作が夜学校教師を務めた。

図７ 遠友夜学校第６回卒業記念（１９０４年１２月、夜学校前にて）

沿革資料／川嶋一郎関係資料００３８―６０〔展示期：①・②・③〕

夜学校教師を務めた札幌農学校の学生たち（松の木周辺）と、農学校の教官（宮部金吾教授、半
澤洵助教授）が夜学校生徒と共に写っている。

図８ 大島金太郎を囲む生徒と教師たち（１９０６～１９０７年頃）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０１１７〔展示期：①〕

大島金太郎を囲んで、半澤洵や柳川秀興（東北帝国大学農科大学１９０９年卒業）のほか、札幌農学
校基督教青年会の学生たちの姿もみられる。

図９ 倫古龍会の男子生徒と教師たち（１９０６年７月８日）

沿革資料／川嶋一郎関係資料００３８―３１〔展示期：②・③・④〕

図１０ 菫会の女子生徒と教師たち（１９０６年７月８日）

沿革資料／川嶋一郎関係資料００３８―３２〔展示期：②・③・④〕

教師を務めた札幌農学校第２３期生（川嶋一郎、末光績、竹田茂）の卒業を祝して。

図１１ 遠友夜学校の男子生徒と教師たち（１９０５年６月１５日）

沿革資料／川嶋一郎関係資料００３８―０６〔展示期：②〕

夜学校教師を務めた札幌農学校生の北澤小八郎、河内完治、田中享蔵の送別に際して。
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Ⅱ―２６ 初等部の卒業証書（１９４１年３月８日）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０１１０〔展示期：③・④〕

半澤洵校長時代の卒業証書（堤茂：１９４１年卒業）。初等部の卒業生数は、１９２６年度の３９名をピー
クに、その後は減少傾向に転じた。１９３５年以降は２０名未満になり、１９４１年度には９名（男９、女
０）という一桁の数となった。

Ⅱ―２７ 時間割（１９３９年１月）

沿革資料／半澤洵関係資料（前川―遠友）０００３〔展示期：③・④〕

Ⅱ―２８ 戦時体制下の遠友夜学校を論じた学校報『遠友』第２９号（１９４０年１２月下旬）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０１６３〔展示期：③〕

遠友夜学校の運営に中心的に関わっていた高倉新一郎（北大助教授）が、戦時体制下における夜
学校のあり方を論じている。夜学校の弱点として「教師が未だ人格的に未完成であると言はねば
ならない学生であると言ふ事」、「卒業によって頻繁に代る事」と指摘している。戦時体制下、夜
学校は、従来とは異なる困難な課題を新たに抱えることとなった。

Ⅱ―２９ 第４７回開校記念日における半澤洵校長の式辞（１９４０年６月１８日）

沿革資料／半澤洵関係資料（前川―遠友）０２４３〔展示期：③・④〕

新渡戸夫妻の逝去の後、第３代校長に就任した半澤洵は、正規の中学校と認可される夜間中学や、
青年学校などが設立される状況の下、遠友夜学校も改変が必要であると述べている。また、夜学
に通学することの困難さに理解を示しつつも、中途で挫折してしまう生徒が多いことを憂え、「初
志ノ貫徹」を強く説いている。

Ⅱ―３０ 戦時中の郵便葉書（１９４３年５～６月）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０１６７〔展示期：③〕

開校５０周年記念式案内とその返信・返送葉書。

Ⅱ―３１ １９４３年度の遠友夜学校行事報告（１９４４年４月）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００６０〔展示期：③〕

Ⅱ―３２ 閉校を決定した「役員会決議録」（１９４４年４月２２日）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００５６〔展示期：③〕

戦時体制のため、国から建物転用を求められたことを契機として、役員会は「廃校」を決定し
た。「貧児並ニ晩学者ノ教育事業ハ殆ンド達成セラレタ」と記しているが、廃校後に新渡戸の意
志を継続するため北海道庁立図書館内に「新渡戸文庫」創設を計画するなど、関係者の苦渋の決
断が滲む内容である。

６．写真目録

図１ ジョンズ・ホプキンス大学留学中の新渡戸稲造（１８８５年、於：ボルチモア）

沿革資料／北大人物Ｂ―２１〔展示期：③・④〕

図２ 新渡戸稲造・メアリー夫妻（１８９１年頃、於：東京）

沿革資料／高岡熊雄旧蔵写真〔展示期：③・④〕

図３ 札幌農学校教授宮部金吾（１８９４年１月２日、於：札幌）

植物園所蔵資料／宮部金吾旧蔵写真０４７１＿１１〔展示期：③・④〕

図４ 札幌農学校基督教青年会（１８９３年１月２９日）

植物園所蔵資料／宮部金吾旧蔵写真０４７９＿０３〔展示期：③〕

青年会員の大島金太郎（札幌農学校第１１期生）、大脇正醇（第１４期生）らが、「豊平日曜学校」の
頃より教師として夜学校に従事した。

図５ 札幌基督教青年会（１８９６～１９０１年頃）

植物園所蔵資料／宮部金吾旧蔵写真０４７９＿０４〔展示期：③〕

札幌基督教青年会（１８８１年１０月創立）の会員も主に札幌農学校生が占め、遠友夜学校の教師を務
める者も多かった。写真には、森本厚吉・木村徳蔵・有島武郎（札幌農学校第１９期生）や、青年
会長の中江汪・とめ夫妻らが写っている。

図６ 大島金太郎を囲む札幌農学校予科生たち（１８９８年）

沿革資料／星野勇三旧蔵写真〔展示期：①・③・④〕

予科生はのちの札幌農学校第１９期生。第１９期生からは有島武郎、半澤洵、蠣崎知二郎、瀧臣弼、
木村徳蔵、森本厚吉、岩波六郎、井口為二郎、井街顕、畑治作が夜学校教師を務めた。

図７ 遠友夜学校第６回卒業記念（１９０４年１２月、夜学校前にて）

沿革資料／川嶋一郎関係資料００３８―６０〔展示期：①・②・③〕

夜学校教師を務めた札幌農学校の学生たち（松の木周辺）と、農学校の教官（宮部金吾教授、半
澤洵助教授）が夜学校生徒と共に写っている。

図８ 大島金太郎を囲む生徒と教師たち（１９０６～１９０７年頃）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０１１７〔展示期：①〕

大島金太郎を囲んで、半澤洵や柳川秀興（東北帝国大学農科大学１９０９年卒業）のほか、札幌農学
校基督教青年会の学生たちの姿もみられる。

図９ 倫古龍会の男子生徒と教師たち（１９０６年７月８日）

沿革資料／川嶋一郎関係資料００３８―３１〔展示期：②・③・④〕

図１０ 菫会の女子生徒と教師たち（１９０６年７月８日）

沿革資料／川嶋一郎関係資料００３８―３２〔展示期：②・③・④〕

教師を務めた札幌農学校第２３期生（川嶋一郎、末光績、竹田茂）の卒業を祝して。

図１１ 遠友夜学校の男子生徒と教師たち（１９０５年６月１５日）

沿革資料／川嶋一郎関係資料００３８―０６〔展示期：②〕

夜学校教師を務めた札幌農学校生の北澤小八郎、河内完治、田中享蔵の送別に際して。
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図１２ 新渡戸夫妻を囲む遠友夜学校生徒と教師たち（１９０９年６月８日）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０２７１〔展示期：③・④〕

札幌農学校教授を務めながら、遠友夜学校長・私立北鳴学校教頭・北海道庁技師を兼務し、多忙
を極めた新渡戸稲造は健康を害して１８９７年１０月療養のため離札した。その後、新渡戸が来校した
のは１９０９年６月、１９３１年５月の２回。写真には宮部金吾、大島金太郎、有島武郎、木村徳蔵、蠣
崎知二郎、足助素一、鈴木限三、末光信三などの姿が見られる。

図１３ 有島武郎先生の送別（１９１５年３月２８日）

沿革資料／山口茂雄関係資料０００８〔展示期：④〕

有島武郎の大学休職・離札に際して。和装の有島武郎、洋装の蠣崎知二郎のほか、夜学校教師を
務めていた北大生（野中時雄、山口茂雄、福士貞吉ら）の学生服姿も見られる。

図１４ 初等部の授業風景（１９３０年頃）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００５４〔展示期：②・③・④〕

１９２１年改組の「初等部」では尋常小学校（６年制）に準じて国定教科書による授業が行われた。
生徒数が少なかった低学年（１～３学年）では、生徒を１学級（一つの教室）にまとめた複式教
授法がとられた。

図１５～図１６ 初等部尋常科１～３年生、高等科１年生と教師たち（１９２３年）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０１０４〔展示期：②・④〕

北海道帝国大学附属水産専門部に聴講生として在籍していたインド人留学生のアラムーダ・ナラ
ヤナンナイヤも、夜学校初等部で教師を務めていた（高等科写真の前列右端）。

図１７ 銭函海水浴（１９２０年代）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００３８〔展示期：②・③・④〕

図１８ 北大植物園の見学（１９２０年代）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００３８〔展示期：②・③・④〕

図１９～図２０ 運動会の運算競走、競技風景（１９２０年代）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００３８〔展示期：③〕

図２１～図２２ 高倉新一郎先生の送別（１９２８年３月２３日）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０１０３、後藤忠関係資料００１―０１４〔展示期：③〕

図２３ 卒業式（１９２０年代）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０１０４〔展示期：②・③・④〕

図２４～図２７ 初等部２～３年生、４年生、５年生、６年生と教師たち（１９２９年）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００３８〔展示期：③・④〕

図２８～図３１ 中等部１年生、２年生、３年生、４年生と教師たち（１９２９年）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００３８〔展示期：②・③・④〕

中等部では、女子生徒に高等女学校の学科目に準じて、作法・裁縫などの「家事」科目を教授し
た。半澤洵代表理事の奔走により、「家事」の教諭免許をもつ宇賀神花子（東京女子高等師範学
校家事科１９２６年卒業、当時は北大農学部在学中）、秋田北盟寮母の石橋常世（元秋田高等女学校
教諭）などが賛同し、夜学校の教師を務めた。

図３２ 中等部の授業風景（１９３２―３６年頃）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０１０３〔展示期：②・③・④〕

当時の学校系統は、男女別の教育が行われていた。中等教育機関は、男子は中学校、女子は高等
女学校などにわかれていた。しかし、遠友夜学校では男女共学の授業が行なわれた。

図３３ 校旗入魂式直後の中等部生徒（１９３１年３月１１日、三吉神社にて）

沿革資料／後藤忠関係資料００１―００４〔展示期：④〕

図３４ クラス対抗野球戦（１９３０年５月１日、真駒内への遠足にて）

沿革資料／後藤忠関係資料００１―００９〔展示期：④〕

図３５ 中等部生徒のピクニック（１９３０年４月２７日、小別沢峠にて）

沿革資料／後藤忠関係資料００１―０１８〔展示期：④〕

図３６ 中等部生徒の空沼岳登山（１９２９年９月２２日）

沿革資料／後藤忠関係資料００１―０１５〔展示期：④〕

図３７ 銭函海水浴（１９３０年７月２７日）

沿革資料／後藤忠関係資料００１―０２５〔展示期：④〕

図３８ 倫古龍会第６１５回・新入生歓迎大会（１９３０年４月１８日）

沿革資料／後藤忠関係資料００１―０１７〔展示期：④〕

図３９ 倫古龍会第６１８回秋季大会（１９３１年９月１５日）

沿革資料／後藤忠関係資料００１―０２７〔展示期：④〕

図４０ 中等部生徒の寸劇「金と銀の斧」（１９３０年２月１２日）

沿革資料／後藤忠関係資料００１―０１６―０３〔展示期：④〕

図４１ 谷口信一先生担任クラス（１９３４年）

沿革資料／遠友資料（農）０１６〔展示期：④〕

図４２～図４７ 中等部生徒の演劇（１９３０年代、学芸会にて）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０１０３・０１６０、後藤忠関係資料００１―０２９、
遠友資料（農）０１１・０１２〔展示期：②・③・④〕

夜学校の年中行事のひとつである「学芸会」では、生徒たちが演劇、朗読、演説、唱歌などを披
露した。中等部生徒による演劇では、「海彦山彦」、「検察官」、英語劇「ウィリアム・テル」（１９３１
年９月１５日）などの写真が残っている。

図４８ 新渡戸稲造校長の来校記念講演（１９３１年５月１８日）

沿革資料／後藤忠関係資料００１―０３６〔展示期：④〕

北大では「国際経済と人口問題」を講演した新渡戸は、夜学校では「学問より実行」を演題とし
て講演した。夜学校創設の経緯や、校名が『論語』の一節「有朋自遠方来 不亦楽乎」（朋有り
遠方より来たる、亦楽しからずや）に由来することなどを述べて、リンカーンのエピソードを交
え、教育や学問の目的は「物を覚えること」ではなく、「立派な人になること」と説いた。

図４９ 新渡戸稲造校長の来校を祝して（１９３１年５月１８日）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０１１６〔展示期：①・②・③・④〕

１９３１年来札した新渡戸は、５月１８日に遠友夜学校で、２０日には北大で記念講演を行った。写真に
は、遠友夜学校の運営に尽力してきた人びと（三嶋常磐、宮部金吾、半澤洵、平塚直治、森本厚
吉、石塚喜明、高倉新一郎等）の姿が見られる。
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図１２ 新渡戸夫妻を囲む遠友夜学校生徒と教師たち（１９０９年６月８日）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０２７１〔展示期：③・④〕

札幌農学校教授を務めながら、遠友夜学校長・私立北鳴学校教頭・北海道庁技師を兼務し、多忙
を極めた新渡戸稲造は健康を害して１８９７年１０月療養のため離札した。その後、新渡戸が来校した
のは１９０９年６月、１９３１年５月の２回。写真には宮部金吾、大島金太郎、有島武郎、木村徳蔵、蠣
崎知二郎、足助素一、鈴木限三、末光信三などの姿が見られる。

図１３ 有島武郎先生の送別（１９１５年３月２８日）

沿革資料／山口茂雄関係資料０００８〔展示期：④〕

有島武郎の大学休職・離札に際して。和装の有島武郎、洋装の蠣崎知二郎のほか、夜学校教師を
務めていた北大生（野中時雄、山口茂雄、福士貞吉ら）の学生服姿も見られる。

図１４ 初等部の授業風景（１９３０年頃）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００５４〔展示期：②・③・④〕

１９２１年改組の「初等部」では尋常小学校（６年制）に準じて国定教科書による授業が行われた。
生徒数が少なかった低学年（１～３学年）では、生徒を１学級（一つの教室）にまとめた複式教
授法がとられた。

図１５～図１６ 初等部尋常科１～３年生、高等科１年生と教師たち（１９２３年）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０１０４〔展示期：②・④〕

北海道帝国大学附属水産専門部に聴講生として在籍していたインド人留学生のアラムーダ・ナラ
ヤナンナイヤも、夜学校初等部で教師を務めていた（高等科写真の前列右端）。

図１７ 銭函海水浴（１９２０年代）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００３８〔展示期：②・③・④〕

図１８ 北大植物園の見学（１９２０年代）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００３８〔展示期：②・③・④〕

図１９～図２０ 運動会の運算競走、競技風景（１９２０年代）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００３８〔展示期：③〕

図２１～図２２ 高倉新一郎先生の送別（１９２８年３月２３日）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０１０３、後藤忠関係資料００１―０１４〔展示期：③〕

図２３ 卒業式（１９２０年代）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０１０４〔展示期：②・③・④〕

図２４～図２７ 初等部２～３年生、４年生、５年生、６年生と教師たち（１９２９年）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００３８〔展示期：③・④〕

図２８～図３１ 中等部１年生、２年生、３年生、４年生と教師たち（１９２９年）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００３８〔展示期：②・③・④〕

中等部では、女子生徒に高等女学校の学科目に準じて、作法・裁縫などの「家事」科目を教授し
た。半澤洵代表理事の奔走により、「家事」の教諭免許をもつ宇賀神花子（東京女子高等師範学
校家事科１９２６年卒業、当時は北大農学部在学中）、秋田北盟寮母の石橋常世（元秋田高等女学校
教諭）などが賛同し、夜学校の教師を務めた。

図３２ 中等部の授業風景（１９３２―３６年頃）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０１０３〔展示期：②・③・④〕

当時の学校系統は、男女別の教育が行われていた。中等教育機関は、男子は中学校、女子は高等
女学校などにわかれていた。しかし、遠友夜学校では男女共学の授業が行なわれた。

図３３ 校旗入魂式直後の中等部生徒（１９３１年３月１１日、三吉神社にて）

沿革資料／後藤忠関係資料００１―００４〔展示期：④〕

図３４ クラス対抗野球戦（１９３０年５月１日、真駒内への遠足にて）

沿革資料／後藤忠関係資料００１―００９〔展示期：④〕

図３５ 中等部生徒のピクニック（１９３０年４月２７日、小別沢峠にて）

沿革資料／後藤忠関係資料００１―０１８〔展示期：④〕

図３６ 中等部生徒の空沼岳登山（１９２９年９月２２日）

沿革資料／後藤忠関係資料００１―０１５〔展示期：④〕

図３７ 銭函海水浴（１９３０年７月２７日）

沿革資料／後藤忠関係資料００１―０２５〔展示期：④〕

図３８ 倫古龍会第６１５回・新入生歓迎大会（１９３０年４月１８日）

沿革資料／後藤忠関係資料００１―０１７〔展示期：④〕

図３９ 倫古龍会第６１８回秋季大会（１９３１年９月１５日）

沿革資料／後藤忠関係資料００１―０２７〔展示期：④〕

図４０ 中等部生徒の寸劇「金と銀の斧」（１９３０年２月１２日）

沿革資料／後藤忠関係資料００１―０１６―０３〔展示期：④〕

図４１ 谷口信一先生担任クラス（１９３４年）

沿革資料／遠友資料（農）０１６〔展示期：④〕

図４２～図４７ 中等部生徒の演劇（１９３０年代、学芸会にて）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０１０３・０１６０、後藤忠関係資料００１―０２９、
遠友資料（農）０１１・０１２〔展示期：②・③・④〕

夜学校の年中行事のひとつである「学芸会」では、生徒たちが演劇、朗読、演説、唱歌などを披
露した。中等部生徒による演劇では、「海彦山彦」、「検察官」、英語劇「ウィリアム・テル」（１９３１
年９月１５日）などの写真が残っている。

図４８ 新渡戸稲造校長の来校記念講演（１９３１年５月１８日）

沿革資料／後藤忠関係資料００１―０３６〔展示期：④〕

北大では「国際経済と人口問題」を講演した新渡戸は、夜学校では「学問より実行」を演題とし
て講演した。夜学校創設の経緯や、校名が『論語』の一節「有朋自遠方来 不亦楽乎」（朋有り
遠方より来たる、亦楽しからずや）に由来することなどを述べて、リンカーンのエピソードを交
え、教育や学問の目的は「物を覚えること」ではなく、「立派な人になること」と説いた。

図４９ 新渡戸稲造校長の来校を祝して（１９３１年５月１８日）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０１１６〔展示期：①・②・③・④〕

１９３１年来札した新渡戸は、５月１８日に遠友夜学校で、２０日には北大で記念講演を行った。写真に
は、遠友夜学校の運営に尽力してきた人びと（三嶋常磐、宮部金吾、半澤洵、平塚直治、森本厚
吉、石塚喜明、高倉新一郎等）の姿が見られる。
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図５０ 新渡戸稲造校長遙拝式（１９３３年１１月１８日）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０１１８〔展示期：③・④〕

図５１ 有島武郎先生の追悼式（１９３５年）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００３９〔展示期：④〕

東北帝国大学農科大学在学中に有島に師事した鈴木限三（北大予科講師）が講演した。

図５２～図５５ 倫古龍会弁論部の大会（１９３０年代）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０１０３・０１６０〔展示期：②・③・④〕

１９３５、１９３６、１９３８年に開催された弁論大会。倫古龍会弁論部の生徒・教師たちの後ろに掲げられ
た垂れ幕には、勇ましい演題が並び、戦争の影響があらわれている。

図５６ 新渡戸メアリー校長遙拝式（１９３８年９月２６日）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０１０４〔展示期：③〕

図５７ 学芸会における中等部１年１組の出し物「戦場の月」（１９３８年）

沿革資料／遠友資料（農）０２５（宍戸昌夫旧蔵）〔展示期：③〕

図５８ 卒業記念（１９３９年３月）

沿革資料／遠友資料（農）００９（宍戸昌夫旧蔵）〔展示期：②・③・④〕

参列している生徒に、幼い児童の姿は見当たらない。１９４１年卒業式では、夜学校初等部卒業生
は、全員、札幌市内の尋常小学校を卒業している者であった。半澤洵校長は、１９４２年卒業式にお
いて、「札幌遠友夜学校の使命が略達せられた感があり」と式辞で述べた。

（注）資料中、現代の人権意識に照らして不適切と思われる語句や表現については、当時の時代背景と資料そ
のものを把握するため、原資料のまま、資料レプリカ・写真パネルを作成した。

〔展示〕遠友夜学校の歴史 
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７７．．資資料料図図録録  

 
Ⅰ-01 宮部金吾宛て太田稲造書簡（1885 年 11 月 13 日） 1 枚目と 7 枚目 

  
Ⅰ-02 宮部金吾宛て新渡戸メアリー書簡（1898 年 11 月 24 日） 1 枚目～2 枚目 
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図５０ 新渡戸稲造校長遙拝式（１９３３年１１月１８日）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０１１８〔展示期：③・④〕

図５１ 有島武郎先生の追悼式（１９３５年）

沿革資料／遠友夜学校関係資料００３９〔展示期：④〕

東北帝国大学農科大学在学中に有島に師事した鈴木限三（北大予科講師）が講演した。

図５２～図５５ 倫古龍会弁論部の大会（１９３０年代）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０１０３・０１６０〔展示期：②・③・④〕

１９３５、１９３６、１９３８年に開催された弁論大会。倫古龍会弁論部の生徒・教師たちの後ろに掲げられ
た垂れ幕には、勇ましい演題が並び、戦争の影響があらわれている。

図５６ 新渡戸メアリー校長遙拝式（１９３８年９月２６日）

沿革資料／遠友夜学校関係資料０１０４〔展示期：③〕

図５７ 学芸会における中等部１年１組の出し物「戦場の月」（１９３８年）

沿革資料／遠友資料（農）０２５（宍戸昌夫旧蔵）〔展示期：③〕

図５８ 卒業記念（１９３９年３月）

沿革資料／遠友資料（農）００９（宍戸昌夫旧蔵）〔展示期：②・③・④〕

参列している生徒に、幼い児童の姿は見当たらない。１９４１年卒業式では、夜学校初等部卒業生
は、全員、札幌市内の尋常小学校を卒業している者であった。半澤洵校長は、１９４２年卒業式にお
いて、「札幌遠友夜学校の使命が略達せられた感があり」と式辞で述べた。

（注）資料中、現代の人権意識に照らして不適切と思われる語句や表現については、当時の時代背景と資料そ
のものを把握するため、原資料のまま、資料レプリカ・写真パネルを作成した。
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７７．．資資料料図図録録  

 
Ⅰ-01 宮部金吾宛て太田稲造書簡（1885 年 11 月 13 日） 1 枚目と 7 枚目 

  
Ⅰ-02 宮部金吾宛て新渡戸メアリー書簡（1898 年 11 月 24 日） 1 枚目～2 枚目 

7 . 資料図録
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Ⅰ-03 宮部金吾宛て新渡戸稲造書簡（1899 年 1 月 30 日） 

 

 
Ⅰ-04 新渡戸稲造校長宛て中江汪報告書（1899 年） 第一号家賃報告・勘定説明書 
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 - 27 -

             
Ⅰ-05 50 ドル国際為替の控え（1900 年）   Ⅰ-06 W.T.エルキントン書簡（1900 年 7 月 20 日） 

 

 

Ⅰ-07 遠友夜学校草創期の札幌市街（1901 年） 
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Ⅰ-03 宮部金吾宛て新渡戸稲造書簡（1899 年 1 月 30 日） 

 

 
Ⅰ-04 新渡戸稲造校長宛て中江汪報告書（1899 年） 第一号家賃報告・勘定説明書 
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Ⅰ-05 50 ドル国際為替の控え（1900 年）   Ⅰ-06 W.T.エルキントン書簡（1900 年 7 月 20 日） 

 

 

Ⅰ-07 遠友夜学校草創期の札幌市街（1901 年） 
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Ⅰ-08 寄宿舎帰舎への遅刻証明書（1900 年 7 月 13 日） 

 

Ⅰ-09 遅刻御届（1900 年 12 月 27 日） 
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Ⅰ-10 半澤洵「札幌遠友夜学校の懐古」 
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Ⅰ-08 寄宿舎帰舎への遅刻証明書（1900 年 7 月 13 日） 

 

Ⅰ-09 遅刻御届（1900 年 12 月 27 日） 
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Ⅰ-10 半澤洵「札幌遠友夜学校の懐古」 
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Ⅰ-11 『文の園』第 2 号（1906 年 7 月）     Ⅰ-12 『文の園』第 13 号（1907 年 2 月） 

 

Ⅰ-13 作文「友に夜学校へ入学を勧むる文」（『文の園』第 2 号、1906 年 7 月） 
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Ⅰ-14 松村介石『阿伯拉罕 倫古龍』（1900 年）   Ⅰ-15 『倫古龍会雑誌』（1913 年 7 月） 

 

Ⅰ-16 倫古龍会第 326 回例会（1913 年 7 月13日） 
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Ⅰ-11 『文の園』第 2 号（1906 年 7 月）     Ⅰ-12 『文の園』第 13 号（1907 年 2 月） 

 

Ⅰ-13 作文「友に夜学校へ入学を勧むる文」（『文の園』第 2 号、1906 年 7 月） 
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Ⅰ-14 松村介石『阿伯拉罕 倫古龍』（1900 年）   Ⅰ-15 『倫古龍会雑誌』（1913 年 7 月） 

 

Ⅰ-16 倫古龍会第 326 回例会（1913 年 7 月13日） 
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Ⅰ-17 『文の園』第 86 号（1913 年 6 月）         Ⅰ-18 『小羊』（1916 年11月） 

 

Ⅰ-19 『文の園』第 127 号（1917 年 5 月） 
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Ⅰ-20 尋常科 6 年中村すえ「私の家」（『文の園』第 86 号、1913 年） 

 

Ⅰ-21 尋常科 6 年濱田公治「我が愛せし偉人 ナポレオン 」（1916 年 11 月） 
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Ⅰ-17 『文の園』第 86 号（1913 年 6 月）         Ⅰ-18 『小羊』（1916 年11月） 

 

Ⅰ-19 『文の園』第 127 号（1917 年 5 月） 
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Ⅰ-20 尋常科 6 年中村すえ「私の家」（『文の園』第 86 号、1913 年） 

 

Ⅰ-21 尋常科 6 年濱田公治「我が愛せし偉人 ナポレオン 」（1916 年 11 月） 
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Ⅰ-22 菫会例会の報告（1912 年 3 月 3 日） 

 

Ⅰ-23 第 157 回菫会例会（1916 年 8 月 6 日） 
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Ⅰ-24 尋常科 6 年近藤小志津「風乃夜」（『文の園』第 127 号、 1917 年 5 月） 

 

Ⅰ-25 本科 1 年三浦シゲ「ママさんごと」（『文の園』第 195 号、1920 年 8 月） 
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Ⅰ-24 尋常科 6 年近藤小志津「風乃夜」（『文の園』第 127 号、 1917 年 5 月） 

 

Ⅰ-25 本科 1 年三浦シゲ「ママさんごと」（『文の園』第 195 号、1920 年 8 月） 
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Ⅰ-26 本科 1 年三浦シゲ「黄菊のかげ」（『文の園』 9 月号、1920 年 9 月） 

 

  

Ⅰ-27 校歌と奨励歌 
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Ⅰ-28 尋常科 5～6 年の出席簿（1918 年9月） 

  

Ⅰ-29 履歴書「新渡戸万里子」             Ⅰ-30 『遠友夜学校一覧』（1921年頃） 
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Ⅰ-26 本科 1 年三浦シゲ「黄菊のかげ」（『文の園』 9 月号、1920 年 9 月） 

 

  

Ⅰ-27 校歌と奨励歌 
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Ⅰ-28 尋常科 5～6 年の出席簿（1918 年9月） 

  

Ⅰ-29 履歴書「新渡戸万里子」             Ⅰ-30 『遠友夜学校一覧』（1921年頃） 
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Ⅰ-31 創立以来の教師名簿（1921 年頃） 

 

Ⅰ-32 半澤洵「遠友夜学校を紹介す」（1923 年） 
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Ⅱ-1 生徒の職業（1926 年 10 月 25 日現在） 

         

Ⅱ-2 生徒の職業・通学距離・通学別調査        Ⅱ-3 生徒の年齢調査（1927 年 6 月現在） 

（1927 年 6 月現在） 
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Ⅰ-31 創立以来の教師名簿（1921 年頃） 

 

Ⅰ-32 半澤洵「遠友夜学校を紹介す」（1923 年） 
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Ⅱ-1 生徒の職業（1926 年 10 月 25 日現在） 

         

Ⅱ-2 生徒の職業・通学距離・通学別調査        Ⅱ-3 生徒の年齢調査（1927 年 6 月現在） 

（1927 年 6 月現在） 
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Ⅱ-4 初等部・中等部の学課目（1927 年度）   Ⅱ-5 中等部受験手続（1927 年度） 

  

Ⅱ-6 生徒募集広告    

（1927 年度） 

Ⅱ-7　生徒募集のちらし（1929年）
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Ⅱ-8 中等部第 2 学年の「通知箋」（1928 年度） 

 

Ⅱ-9 中等部生徒の出席簿（1931 年） 
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Ⅱ-4 初等部・中等部の学課目（1927 年度）   Ⅱ-5 中等部受験手続（1927 年度） 

  

Ⅱ-6 生徒募集広告    

（1927 年度） 

Ⅱ-7　生徒募集のちらし（1929年）
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Ⅱ-8 中等部第 2 学年の「通知箋」（1928 年度） 

 

Ⅱ-9 中等部生徒の出席簿（1931 年） 
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Ⅱ-10 初等部・中等部の教師一覧（1930 年 9 月） 

 

Ⅱ-11 教師名簿（1934 年 9 月 24 日現在） 
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Ⅱ-12 運動会への寄附者名簿（1929年） 

 

Ⅱ-13 運動会のご案内（1931 年） 

 

Ⅱ-14 遠友夜学校の校章（佐々木酉二デザイン、1929年制定） 
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Ⅱ-10 初等部・中等部の教師一覧（1930 年 9 月） 

 

Ⅱ-11 教師名簿（1934 年 9 月 24 日現在） 
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Ⅱ-12 運動会への寄附者名簿（1929年） 

 

Ⅱ-13 運動会のご案内（1931 年） 

 

Ⅱ-14 遠友夜学校の校章（佐々木酉二デザイン、1929年制定） 
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Ⅱ-15 扁額「With malice toward none, with charity for all」（1931 年） 

 

 
Ⅱ-16 入学の宣誓（1936 年 4 月 11 日） 

 

 

Ⅱ-17　初等部の卒業証書（1938 年 3 月12日）
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Ⅱ-18 自治会の記録（1933 年 11 月 4 日） 

 

Ⅱ-19　図書部の日誌（1936年10月 14日、10月 16日）
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Ⅱ-15 扁額「With malice toward none, with charity for all」（1931 年） 

 

 
Ⅱ-16 入学の宣誓（1936 年 4 月 11 日） 

 

 

Ⅱ-17　初等部の卒業証書（1938 年 3 月12日）
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Ⅱ-18 自治会の記録（1933 年 11 月 4 日） 

 

Ⅱ-19　図書部の日誌（1936年10月 14日、10月 16日）
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Ⅱ-20 倫古龍会弁論部の記録（1932 年 5 月） 

 

Ⅱ-21 弁論大会での中等部女子生徒の活躍（1932 年 4 月 29日、於：運動場） 

〔展示〕遠友夜学校の歴史 

 - 47 -

 

Ⅱ-22 倫古龍会弁論部の表彰状（1935 年 10 月 5 日） 

   

Ⅱ-23 倫古龍会弁論部の優勝カップ（1931 年 9 月） 
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Ⅱ-22 倫古龍会弁論部の表彰状（1935 年 10 月 5 日） 

   

Ⅱ-23 倫古龍会弁論部の優勝カップ（1931 年 9 月） 
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Ⅱ-24 『遠友』新渡戸校長先生追悼号（1933 年） 

 

Ⅱ-25 学期報『遠友』第 16 号（1935 年 5 月） 
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Ⅱ-26 初等部の卒業証書（1941 年 3 月 8 日） 

 

Ⅱ-27 時間割（1939 年 1 月） 
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Ⅱ-24 『遠友』新渡戸校長先生追悼号（1933 年） 

 

Ⅱ-25 学期報『遠友』第 16 号（1935 年 5 月） 
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Ⅱ-26 初等部の卒業証書（1941 年 3 月 8 日） 

 

Ⅱ-27 時間割（1939 年 1 月） 

〔展示〕遠友夜学校の歴史

― 119 ―



北海道大学大学文書館年報 第 16 号（2021 年 3 月） 

 - 50 -

Ⅱ-28 戦時体制下の遠友夜学校を論じた学校報『遠友』第 29 号（1940 年 12 月下旬） 
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Ⅱ-29 第 47 回開校記念日における半澤洵校長の式辞（1940 年 6 月 18 日） 1～2 枚目 
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Ⅱ-29 第 47 回開校記念日における半澤洵校長の式辞（1940 年 6 月 18 日） 1～2 枚目 
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Ⅱ-29 第 47 回開校記念日における半澤洵校長の式辞（1940 年 6 月18 日） 3 枚目 

 

   

Ⅱ-30 戦時中の郵便葉書（1943 年 5～ 6 月） 
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Ⅱ-31 1943 年度の遠友夜学校行事報告（1944 年 4 月） 
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Ⅱ-29 第 47 回開校記念日における半澤洵校長の式辞（1940 年 6 月18 日） 3 枚目 

 

   

Ⅱ-30 戦時中の郵便葉書（1943 年 5～ 6 月） 
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Ⅱ-31 1943 年度の遠友夜学校行事報告（1944 年 4 月） 
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Ⅱ-32 閉校を決定した「役員会決議録」（1944 年 4 月 22 日） 
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Ⅱ-32 閉校を決定した「役員会決議録」（1944 年 4 月 22 日） 

8 . 写真図録

図 1　新渡戸稲造（1885年） 図 2　新渡戸夫妻（1891年頃） 図 3　宮部金吾（1894年）

図 4　札幌農学校基督教青年会（1893年） 図 5　札幌基督教青年会（1896〜1901年頃）

図 6　大島金太郎を囲む予科生たち（1898年） 図 7　遠友夜学校第 6回卒業記念（1904年）
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図 9　倫古龍会の男子生徒と教師たち（1906年） 図10　菫会の女子生徒と教師たち（1906年）

図11　男子生徒と教師たち（1905年） 図14　初等部の授業風景（1930年頃）

図15　初等部尋常科 1〜 3年生（1923年） 図16　高等科 1年生と教師たち（1923年）
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図17　銭函海水浴（1920年代） 図18　北大植物園の見学（1920年代）

図19　運動会の運算競走（1920年代） 図20　運動会の競技風景（1920年代）

図22　高倉新一郎先生の送別（1928年） 図23　卒業式（1920年代）
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図24　初等部 2 ･ 3 年生と教師たち（1929年） 図25　初等部 4年生と教師たち（1929年）

図26　初等部 5年生と教師たち（1929年） 図27　初等部 6年生と教師たち（1929年）

図28　中等部 1年生と教師たち（1929年） 図29　中等部 2年生と教師たち（1929年）
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図30　中等部 3年生と教師たち（1929年） 図31　中等部 4年生と教師たち（1929年）

図32　中等部の授業風景（1932-36年頃） 図33　校旗入魂式（1931年）

図34　クラス対抗野球戦（1930年） 図35　中等部生徒のピクニック（1930年）
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図36　中等部生徒の空沼岳登山（1929年） 図37　銭函海水浴（1930年）

図38　倫古龍会第615回大会（1930年） 図39　倫古龍会第618回大会（1931年）

図40　中等部生徒の寸劇「金と銀の斧」（1930年） 図41　谷口信一先生担任クラス（1934年）
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図42　蜘蛛や蚊等を演じた生徒たち 図43　中等部 3年生の演劇「検察官」

図44　演劇衣装をまとった生徒たち 図45　英語劇「ウィリアム・テル」（1931年）

図46　演劇「海彦山彦」 図47　学芸会演劇の出演者たち
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図50　新渡戸稲造校長遙拝式（1933年） 図51　有島武郎先生の追悼式（1935年）

図52　倫古龍会弁論部の大会（1935年） 図53　倫古龍会弁論部の大会（1935年）

図54　倫古龍会弁論部の大会（1936年） 図55　倫古龍会弁論部の大会（1938年）

北海道大学大学文書館年報　第16号（2021年 3 月）

― 132­­―



9 . 大判写真図録

図56　新渡戸メアリー校長遙拝式（1938年） 図57　中等部 1年生の「戦場の月」（1938年）

図 8　大島金太郎を囲む生徒と教師たち（1906〜1907年頃）
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図12　新渡戸夫妻を囲む遠友夜学校生徒と教師たち（1909年 6 月 8 日）

図13　有島武郎先生の送別（1915 年 3 月28日）
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図21　高倉新一郎先生の送別（1928年 3 月23日）

図48　新渡戸稲造校長の来校記念講演（1931年 5 月18日）
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図49　新渡戸稲造校長の来校を祝して（1931年 5 月18日）

図58　卒業記念（1939年 3 月） 
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